
昔ばなし、民話、絵本など、子どもの頃に一度は聞いたこと、読んだこ

とがある話を、大人になってもう一度聞いてみましょう。大人になって聞

いてみると、子どもの頃とは違った見方ができるかもしれません。

①絵本「きたきつねとはるのいのち」(いきるよろこびシリーズ)
手島圭三郎 絵・文 絵本塾出版
北海道の大自然を木版画で描く
(作者画業五十周年記念の最後の作品)

②おはなし「ねずみ経」
「かもとりごんべえ」ゆかいな昔話50選より
稲田和子編 岩波少年文庫
お爺さんを亡くしたお婆さん。
ねずみのお経を覚え、毎日唱えていると！！

③おはなし「蛙ぼたもち」
「かたれやまんばー藤田浩子の語り 第一集」より
根性の悪い姑婆さんを、嫁さんが懲らしめる昔話。

④絵本「かえるのどびん」
野村たかあき 作・絵 教育画劇
泳ぎの下手なかえるのどびん。
かなづちがえるとからかわれ、
しょんぼりうるんでおりました。

⑤紙芝居「どんと来い 三途の川」
折原由美子 文・画 埼玉福祉会出版部
最愛の爺さまに先立たれた婆さま。
「おらも早く爺さまのとこさ行きてえ」と泣き暮らすが…

演 者 おはなしボランティア 「おはなし結」
日 時 令和８年３月２１日（土）１０：３０～１１:１５
会 場 粕谷区民センター２階 第３会議室
定 員 会場先着約２０名
問合せ 粕谷図書館 電話３３０５－１６６１


